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解 答
ア カ エ宗 問１ 問２ 問３

ア イ イ問４ 唄 欝 蔚

茎の高さが早く高くなる鰻 成長のしかた

草むらから早く抜け出し光合成を充分にできるつごうがよい点

ウ えら ７５６０ ０.０８問５ 問６ 問７ 唄 欝

減る 濃くなる問８ 尿の量 尿中の塩分のこさ

③，④ ペットボトルがへこむ 真冬 炭酸水 ④，⑥就 問１ 問２ 唄 欝 蔚

ヨウ素液を数滴たらす 青むらさき色に変化する問３ 方法 結果

２０ ２５ 以上問４ 唄 欝

ア，イ，エ アメダス州 問１ 問２

風速・風向 雨量問３ (あ) (い)

暴風警戒域 予報円問４ (え) (お)

ウ オ問５ 問６

右の（図１） 雨水の供給問７ 問８

０.４ ６７５ ９００修 問１ 問２ 問３

１０５０ 右の（図２） ２.１問４ 問５ 唄 欝

ア ６ １８.９ １６.１愁 問１ 問２ 問３ 問４

３０ ３２.９問５ 問６

塩化ナトリウム 塩化ナトリウム，水酸化ナトリウム拾 問１ (ｱ) (ｵ)

０.２０ ０.２７ ０.６０問２ ① ② 問３

６２.５ ０.５６２５問４ 体積 残った固体

１.００ ２５，８５問５ ③ ④ 問６
３
１

０.３２５問７ 体積 温度
３

６５０

解 説
問１ (ｱ)～(ｳ)は，残った固体の量が水酸化ナトリウム水溶液の量に比例しているので，少なくとも(ｱ)・(ｲ)は塩拾

酸過剰と考えられます。(ｴ)・(ｵ)は水酸化ナトリウム水溶液過剰と考えられます。したがって，(ｱ)は塩化ナト

リウム（食塩 ，(ｵ)は食塩と水酸化ナトリウムになります。）

問２ ① 中和反応により発生する熱は，反応した量に比例し，また，水溶液全体の量は１００ で変わりません。安

し ）とわかります。たがって，上昇温度は，０.２０℃（０.６０×
３０
１０

② 塩酸過剰同士の比較では，残る塩化ナトリウムの量は水酸化ナトリウムの量に比例するので，(ｱ)と(ｲ)を比

較して０.２７ｇ（０.０９× ）とわかります。
１０
３０

問３ (ｴ)と，(ｵ)の３倍を比べると，中和によってできた塩化ナトリウムの量は同じです。これらの差をとって，

水酸化ナトリウム水溶液２００ に水酸化ナトリウムは１.２０ｇ溶けていることがわかります。したがって，安

水酸化ナトリウム水溶液１００ にふくまれている水酸化ナトリウムの量は０.６０ｇとわかります。安

安 安問４ 問３から，水酸化ナトリウム水溶液１０ を蒸発させると０.０６ｇ固体が残ります。また(ｱ)から，１０

水酸化ナトリウム水溶液が完全に中和すると０.０９ｇの固体が残ることがわかります。これをもとに(ｴ)をみの

ると，７０ の水酸化ナトリウム水溶液のうち，５０ 中和され，２０ がそのまま残っていることがわかり安 安が 安

ます。したがって，水酸化ナトリウム水溶液５０ 塩酸３０ の割合で過不足なく中和することがわかり，答安と 安

えは６２.５ となります。また，残る固体は０.５６２５ｇとなります。安

問５ 水溶液の体積は一定なので，上昇温度は中和反応によってできた塩化ナトリウムの量に比例します。

問６ 上昇温度が０.５０℃になるのは，塩酸過剰のときの水酸化ナトリウム水溶液が２５ の場合と，水酸化ナ安

トリウム水溶液過剰のときの塩酸が１５ 場合（水酸化ナトリウム水溶液が８５ ）となります。安の 安

問７ (ｲ)の水溶液には，２６ の塩酸が残っています。これと過不足なく中和反応する水酸化ナトリウム水溶液安

は です。(ｴ)の水溶液には２０ の水酸化ナトリウム水溶液が残っています。したがって，過不足なく安 安
３

１３０

中和するのに必要な(ｴ)の水溶液の量は 発生する熱量は,１００ の水溶液を ℃上昇さ安となります。 安
３

６５０
１５
１３

せる熱量なので， 水溶液は，０.３２５℃上昇することがわかります。安の３
８００
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